














財 (商品, 貨物) の量の増大への対応とインフレ下のコスト増大に対応するため
であった｡ したがって物流という経済経営機能は当初より ｢処理能力の拡大｣ と
｢低コスト・オペレーション｣ を基本とするいわゆる ｢効率化物流｣ であった｡
しかし, 近年, 物流をとりまく環境は大きく変化し, 物流もそれへの対応とし
て新たな方向性を模索するものとなってきている｡ その対応のための適合性として
は () 地域的適合 () 地球環境的適合 () 国際的適合 () 戦略的適合 () 経













) 中田信哉 『物的流通なる言葉の誕生時の事情』 神奈川大学経済学会 ｢商経論叢｣ 第巻第号 (	,





力, 保管力の設備的, 人的, 作業的な不足に悩まされていた｡ 一方, 経済成長につきもののイ
ンフレが進んでおり, それはディマンド・プルとコスト・プッシュの複合型であるという認識
から特に企業から見ての人件費の上昇は焦眉の課題であった｡
ここで流通が問題視された｡ 流通構造の脆弱性, 非近代性, 複雑性が上げられたが同時に流
通活動の非効率性, 個別性, 労働集約性, 非近代的技術性, 非標準性, などが注目された｡ 流
通構造の近代化においては流通構造の改編 (巨大化する経済への対応)が考えられ, 新たな商
業政策, 流通政策がとられようとした｡)







方から起こり始めていた｡ それが ｢システム化｣ である｡ 年代における当時の通商産業
省による ｢流通システム化政策｣ 及び当時の運輸省による ｢物流システム化政策｣ はそれを示
している｡)
流通活動というのは物理的なものであり, そのうちの多くの部分が物資の輸送, 保管, 包装,
荷役, 在庫管理などの ｢モノを動かす｣ 活動だったために個別の活動ではなく, それを統合化
し, 組み合わせ, 新たな流通機能を設定するという気運が高まったのである｡ この考え方は行
政に取り入れられたと同時に民間企業でも採用された｡ それが物流 (当初は物的流通)なので
ある｡
その考え方の基本は ｢システムズ・アプローチ｣ である｡ 多くの活動を組み合わせ, 統合し,
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) 年に産業構造審議会流通部会が設置され, 年から	年までに立て続けに ｢流通機構の現
状と問題点｣ ｢流通政策の基本方向｣ ｢小売業のチェーン化について｣ ｢卸総合センターについて｣ ｢物
的流通の改善について｣ ｢流通金融の改善について｣ ｢流通近代化の課題と展望｣ ｢流通システム化につ
いて｣ といった中間答申を出している｡ この中で物流が大きく取り上げられた｡ 同時に運輸省の運輸
経済懇談会物流部会が同じころ, ｢物流革新の方向｣ を発表している｡
) 流通システム化の内容については林周二・田島義博編 ｢流通システム｣ 日本経済新聞社 () に詳
しく述べられている｡
一つの経済経営機能として独立のものとしようというのである｡ この機能として独立させると
いうのが物流というもののレゾン・デートル (存在意義) であった｡ 独立をさせ, 総体的に改
善し, 一つの効果を得ようというわけである｡
物流には当初より ｢独立性｣ というものが求められた｡ 行政は ｢物流を担当する部門｣ を作
ろうとしたし, 企業では ｢物流部あるいは物流管理部｣ という組織を作った｡ ｢物流管理技術｣








交通と運輸と物流の関係は明確でないし, 企業においては生産, 販売, 物流の関係は特に個々
の決定において曖昧である｡ それがそのまま, 置いておかれた｡ それは次の点を一般的認識
として確認しただけで済まされたということである｡
() 物流という経済及び経営の機能あるいは領域が存在する｡
() 物流は輸送, 保管, 荷役, 包装, 流通加工など物理的に財を処理する活動の統合である｡
この点を共通認識として後はそれぞれ, 物流を語る人の主観によるものであった｡ 物流と
いう言葉自体も ｢物理的流通である｣ という人, ｢物資流動である｣ という人, ｢貨物流通であ








ただ, その中で一点, ｢物流を独立させる｣ ということだけは全ての共通認識だったろう｡
物流の適合性についての提言
――
) ｢流通業務市街地整備に関する法律｣ ｢流通業務効率化促進法｣ などの例がある｡
独立した存在として考え, 意味は曖昧なまま, それに取り組んできた｡ この独立させるという
ことだけによって物流はこれまで議論されてきたのだろう｡
しかし, 独立させたことによってそれは閉鎖的になり, 専門的になり, 技術的になった｡ あ
えて物流以外の世界から切り離すという考え方に無意識的にもなり, 物流独自の曖昧ながら一
つの世界ができ上がっていったのである｡ これまで出版されてきた物流に関する専門書を見る



















物流の地域的適合は二つの側面がある｡ 一つは ｢地域産業の発展｣ であり, もう一つは ｢ラ
イフラインの整備・確保｣ である｡ 基本的に過去, 地域産業の発展は第一次産業及び第二次産
業であった｡ 農漁業と製造業の拡大, 整備, 集約だったろう｡ それが戦後のいわゆる昭和から
平成への年頃までの地域の経済発展の基本にあった｡
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しかし, わが国の産業構造は大きく変わり, 消費生活も変化をし, 産業の中心は第三次産業
が中心となり始めた｡ 地域の産業開発支援, 企業集約のための工業団地整備などは第三次産業
をターゲットにせざるを得ないようになった｡ 観光, 商業がクローズアップされるのである｡
ただ, 流通業, 物流業は第三次産業ではあるがそれ独自には存在できない｡ その地域におい
て物資の流動がなければ存立できないのである｡ 道路や港湾, 空港あるいは流通団地などのイ
ンフラが整備されることによって物流の地域的存在が確保されるのだろうが反対に物流的需要








際的な商品発送が可能になるのである｡ かくして電化製品などの ｢ジャパネットたかた｣ は長
崎に, 化粧品の ｢再春館製薬｣ は熊本に, 下着の ｢セシール｣ は香川に, 衣料品の ｢ニッセン｣

























貨物自動車 (トラック) の占める割合はやはり割程度である｡ しかも, その大部分は自家用
トラックである｡ 物流が占めるものは全体で数％にしかすぎない｡ しかも, 営業用トラック
の場合, 年々改善を示している｡
数字ではない, ということは ｢物流のサウンド効果｣ であることを言おうとしている｡ 物流
における削減は数字で ｢どうこう｣ ということでなく, それに手をつけることが政治的
意味を持つものとなっているのである｡
実際には流通で言うなら多くの店舗が出すなどの量はきわめて大きく, その中での営
業トラックの占めるものは小さい｡ でありながら ｢物流を対象とする｣ ということは実際以上
の効果を持つものであるために今後もより多くの規制や対応がかかってくることとなるはずで
ある｡










分野の確定がなされねばならず, 同時にその中でも要素間 (活動, 機関, 企業等)の関連をはっ
きりさせねばならない｡ このことはこれまでの物流理論ではできない相談である｡ 地球環境問












念及びジャンルが存在した｡ しかし, 現在では ｢その概念は消えた｣ という声が強い｡
マーケティングはそのもの自体がグローバリゼーションを含むものとなってきたからである｡
これはインターナショナル・マーケティングとドメスティック・マーケティングを統合したも
のである｡ 物流についても同じことが起ころうとしている｡ 国内を流通する商品 (貨物) の多
くは外国で生産され, 輸入されたものである｡ しかも, 国内物流の領域の活動が外国で行なわ
れる｡
たとえば, ディスカウント・ストアやホーム・センターの大手チェーン・センターでは国内
で販売される商品を中国やベトナムなどで生産した場合, 現地で保管, 流通加工, 国内の店別























そもそも, わが国での物流という機能への認識が生まれたのは ｢商品の物理的移動｣ をいか
に効率的に行なうか, あるいは低コストで行なうか, というニーズにもとづくものだった｡ こ
れを ｢効率化物流｣ と呼ぶ場合がある｡
しかし, 年あたりから新たにアメリカで生まれた軍事概念 (兵站)のビジネスへの適用
である ｢ロジスティクス｣ という概念・理念あるいは技術が導入された｡ ロジスティクスは物













中 田 信 哉
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ろう｡ ここにひとつ大きな課題がある｡ もし, それが技術的なものであるとしたら物流の独立
性ではなく, また別の領域として考えられねばならない｡
３ 論理的適合
以上, つの適合性について述べてきた｡ 最後が論理適合である｡ ここではつの意味が存
在すると考えたい｡ ひとつはここで述べてきた新たな論理にもとづく現在, 必要とされる物流






は物流コストに現れる｡ そもそも, わが国において物流という概念が確立し, その言葉が定着
したのは効率化, 近代化を求める社会経済的, 企業経営的なニーズから生まれたものである｡
つまり, ｢効率化物流｣ である｡
これまで物流は常にそれを独立のものと考え, その近代化, 効率化, つまり低コスト化をベー
スとして語られてきた｡ 物流理論とか物流研究というものはそうであった｡ そうではない, と
いう意見もあるだろう｡ 環境問題や戦略問題や国際化問題もいろいろ研究されてきたというこ





















であろう｡ 一方, 流通系物流は製造業, 流通業が行なう物流を言うものである｡ これは通商産
中 田 信 哉
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中 田 信 哉
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―
) 以上については注の中で上げた資料以外に下記のものを参考にした｡
中田信哉 ｢物流政策と物流拠点｣ 白桃書房 (')
石原・加藤編著 ｢日本の流通政策｣ 中央経済社 (()
物流連 ｢('年度大学寄付講座講義録集｣ 日本物流団体連合会他
